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食の安全・安心について 

�アニサキスは魚の内臓から筋肉に移動するので、丸ごとの魚は速やかに内臓を取り除きましょう。 

加熱、冷凍が有効だが、冷凍処理は－20℃で 24 時間を要します。(家庭用冷凍庫内温度は－18℃)  

�カンピロバクターは鶏肉の 8 割に付着しているため家庭での調理には加熱が大切です。 

 

食中毒の予防には、加熱が有効です。しかし食中毒を起こす全ての細菌が、加熱調理によって死滅する

わけではありません。その代表的な例として“芽胞(がほう)”を作る細菌があります。このような特性を

持つ菌は私たちの身近な環境に広く存在しています。それらは、高温、乾燥といった過酷な環境や消毒剤

などに接触すると、芽胞を形成します。通常の細菌の水分含量は 60〜80％ですが、芽胞内の水分含量

は 30％程度で、内部は圧縮され、芽胞の厚い層が被い、水分が中へ侵入することを防いでいます。その

ため、熱や乾燥に対して極端な耐性を持っています。そして発育できる環境になった時に増殖を始めま

す。室温に置いた２日目以降のカレーを食べ、食中毒を起こす芽胞を形成する菌にウエルシュ菌があり

ますが、この菌は土壌や哺乳類の腸管に存在し、野菜に付いていることもあります。加熱の方法によって

は除去しきれないので、調理後の食品は食べきることを前提に調理し、保存する場合には冷蔵(10℃以

下)あるいは冷凍で保存するようにしましょう。 

一晩寝かせたカレーは美味しい…しかし油断大敵 

1０月１４日（土）ふぁみりこらぼ 

茨城県消費生活センターから茨城県消費者教育講師の富塚一男氏を講師に招いて環境講

座を開催しました。食中毒や食品ロス、食品添加物の問題など、食についての大切な情報を

得る機会となりました。講座のお話を一部紹介します。 

食中毒発生件数 1 位 

アニサキス（寄生虫） 

鮮度に注意・内臓を生で食べない・

目視で確認しアニサキスを除去 

食中毒発生件数２位 

カンピロバクター（細菌） 

食材の加熱、調理器具の清潔や乾

燥に注意 
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段ボールコンポスト講習会 

休耕地の有効活用 

基材を入れる作業 

千把扱きで脱穀作業 種まき作業 
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実験を取り入れた講習 

 

石灰水を用いて微生物が二酸

化炭素を出していることを調

べる実験です☺ 
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森林保全活動： 

環境シンポジウム： 

ひたちなか市主催 

令和 6 年 2 月 10 日（土） 於 ひたちなか市文化会館 小ホール 

小中学校、一般市民等の環境活動報告と環境保全啓発ポスターコンクール表彰 

竹細工講座—花器、ぶんぶんごま、竹ぽっくり、竹箸 等 

工作教室—万華鏡 

廃油キャンドル作成講座  

出前講座をご希望の方は、ブログよりご連絡ください  

出前講座案内 

環境保全イベント案内 

令和 6 年 1 月～3 月、第 3 土曜日、9 時 30 分～12 時 

美田多町の風致地区で竹林の間伐 

活 動 報 告 
活動の様子は、会のブログをご覧ください 

 

～緑のカーテンでエコチャレンジ～ 

夏の省エネ・節電に向けて、「緑のカ

ーテン」の普及活動を行っています。 

つる性植物による緑のカーテンの作

り方講座の様子、「緑のカーテン」応募

作品などをブログに掲示しています。 

～森林保全活動～ 

美田多町・風致地区の森林保全活動

を行い１３年になります。 

毎年、１０月から翌年３月の期間に

竹林の間伐作業を行っています。 

～那珂湊漁港 宝物拾い活動～ 

プラスチック類のごみ・マイクロプ

ラスチックによる海洋汚染の抑制を目

的に、「那珂湊漁港 De 宝物(ごみ)拾

い」活動を行っています。 

～休耕地有効活用～ 

美田多町の地主さんの協力により、休耕地でソバ栽培を行

い 9 年になります。８月にソバの種まき、９月に除草・草取

り作業、１１月に刈取り・脱穀作業を行いました。 
ソバ畑除草 種まき ソバの収穫 

～ふぁみりこらぼまつり参加～ 

ふぁみりこらぼ利用団体による、多

世代間の交流を図り、遊びや体験を通

して多文化共生の理解を深めるイベ

ント「ふぁみりこらぼまつり」に参加

しました。 

木質バイオマス発電所 

（株）バイオパワー勝田 

ひたちなか市高野 1974-1 

TEL029-270-3341 

ひたちなか・東海 

ハイトラスト株式会社 

ひたちなか市新光町 103-2 
ＴＥＬ（029）265-5371  


